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ブレを考慮したフォトモザイク画像作成に関する研究

フォトモザイク

ブレを考慮したフォトモザイク画像作成手法

実験結果

関連研究

輝度値変化方向の特徴量化

Non-Photorealistic Rendering（NPR）

フォトモザイク画像作成手法

研究目標

流し撮り、被写体ブレ画像

ブレ:輝度値が一定方向に変化
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SHIF[D. G. Lowe,1999]

全画素の勾配情報を基に128次元特徴量を算出
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重み付き和
評価関数

最小 → 最適
COLORSIFT ddD )1(+= αα －

二段階選抜
STEP1 : で選抜（閾値を設定）

STEP2 : 選抜画像中 最小 → 最適

検討

重み付き和 二段階選抜従来手法入力画像

拡大

COLORd

SIFTdD

: 128次元空間ユークリッド距離

: 16×RGB平均 48次元空間ユークリッド距離COLORd
SIFTd

25.2％ 59.3％ 67.0％UP UP方向一致率

従来

本手法

色 ◎ ( 112739 ) ○ ( 122757 ) △ ( 155706 )

最適小画像
決定

－ 境界連続性 穴あき＆境界連続性

10th HISS   D-31

アート風画像作成手法

芸術作品や広告等に使用

任意形状の小画像に合わせ
大画像を分割[Kimら,2002]

入力画像の特徴に沿った
領域分割 [小島ら,2007]

改善点

目標 : ブレを表現するフォトモザイク

アプローチ：同方向の小画像配置


